
齢
者
世
帯
が
約
58
％
か
ら
64

％
、
障
害
者
・
傷
病
世
帯

が
約
31
％
か
ら
34
％
、
母
子

世
帯
が
約
２
％
か
ら
４
％
、

そ
の
他
世
帯
が
３
％
か
ら
７

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q　
市
で
の
保
護
率
は
、

全
国
平
均
の
約
３
分
の

１
、
県
平
均
の
２
分
の
１
以

下
と
低
い
。
生
活
保
護
を
利

用
で
き
る
の
に
利
用
し
て
い

な
い
人
が
多
く
い
る
の
で
は

な
い
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

生
活

保
護
の
申
請
は
自
主
申

告
で
、
苦
し
く
て
も
頑
張
っ

て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。
民

生
委
員
を
通
し
て
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
十

分
と
言
え
る
か
疑
問
も
あ
り

ま
す
。

Q　
日
本
の
生
活
保
護
捕

捉
率
（
生
活
保
護
の
受

給
資
格
の
あ
る
人
の
何
％
が

実
際
に
受
給
し
て
い
る
か
）

は
15
％
か
ら
20
％
で
、
先
進

国
で
最
低
レ
ベ
ル
。
ち
な
み

に
ド
イ
ツ
は
65
％
、
フ
ラ
ン

ス
は
92
％
、
イ
ギ
リ
ス
は
50

％
か
ら
90
％
。
も
と
も
と
低

い
日
本
の
捕
捉
率
に
加
え
、

市
の
保
護
率
は
全
国
平
均
の

３
分
の
１
し
か
な
い
。
市
に

は
生
活
保
護
制
度
を
受
け
づ

ら
い
状
況
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

生
活

保
護
業
務
の
適
正
な
執

行
に
努
め
て
い
ま
す
。
決
し

て
水
際
等
で
排
除
す
る
こ
と

は
な
く
、
し
っ
か
り
相
談
に

乗
っ
て
、
で
き
る
だ
け
保
護

に
対
し
て
前
向
き
に
対
応
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。Q　

市
で
の
不
正
受
給
の

実
態
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

生
活

保
護
法
第
78
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
不
実
の
申
請
、

そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り

保
護
を
受
給
し
た
と
判
断
さ

れ
、
返
還
さ
れ
た
も
の
の
数

字
を
示
し
ま
す
。
平
成
20

年
度
、１
件
、金
額
は
３
万
円
。

平
成
21
年
度
、５
件
、
１
７

６
万
７
千
３
５
４
円
。
平

成
22
年
度
、８
件
、１
３
４
万

３
千
９
８
２
円
。
平
成
23

年
度
、５
件
、49
万
１
千
７
３

５
円
。
平
成
24
年
度
、
７
件
、

２
８
３
万
５
千
３
１
２
円

で
す
。

　

平
成
24
年
度
末
で
の
世
帯

割
合
が
約
３
％
、
給
付
金
額

で
は
０
・
61
％
に
当
た
る
も

の
で
す
。

　

返
還
の
主
な
事
由
は
、
収

入
及
び
所
得
の
未
申
告
で
、

そ
れ
以
外
の
不
正
受
給
は
現

在
の
と
こ
ろ
な
い
と
判
断
し

て
い
ま
す
。

Q　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の

業
務
は
、
単
な
る
経
済

的
な
給
付
だ
け
で
は
な
く
、

自
立
支
援
の
た
め
の
相
談
援

助
活
動
も
要
求
さ
れ
、
十
分

な
経
験
と
知
識
が
要
求
さ
れ

る
。
極
め
て
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
業

務
の
負
担
が
大
き
く
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
配
属
希
望

者
は
少
な
い
の
が
実
態
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
配
属

さ
れ
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も

経
験
を
積
む
前
に
、
２
、３

年
で
他
の
職
場
に
異
動
し
て

し
ま
い
、
職
場
に
実
践
の
蓄

積
が
な
さ
れ
な
い
。
組
織
的

な
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
配
慮
を
し
て
い
る

の
か
。

A
市
長　

生
活
保
護
制
度

の
運
用
に
つ
き
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
は
大
変
苦
労

が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

専
門
職
で
雇
っ
て
い
な

い
中
で
の
人
事
異
動
な
の
で
、

ど
う
し
て
も
一
定
期
間
で
、

せ
っ
か
く
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
た
と
こ
ろ
で
異
動
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
市
の
人

事
で
、
福
祉
専
門
の
職
員
を

育
て
る
場
合
に
は
、
そ
の
部

内
で
の
異
動
に
と
ど
め
る
と

い
う
こ
と
も
、
も
う
少
し
根

本
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 ●

就
学
援
助
制
度
の
改
善
・

充
実
を

Q　
就
学
援
助
は
、
経
済

的
な
理
由
で
義
務
教
育

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
対
し
て
援
助
す
る
制
度
で
、

学
校
教
育
法
で
市
町
村
が
実

施
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
市

町
村
が
独
自
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
市
の
就
学
援
助

の
概
要
と
実
施
状
況
は
ど
う

か
。A

教
育
部
長　

平
成
24
年

度
で
、
要
保
護
児
童
生

徒
が
６
人
、
準
要
保
護
児
童

生
徒
が
３
２
４
人
で
あ
り
、

世
帯
数
で
２
０
１
世
帯
で
す
。

金
額
が
２
千
３
６
７
万
円
で

す
。
就
学
援
助
の
内
容
で
す

が
、
準
要
保
護
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
て
、
学
用
品

費
、
通
学
用
品
、
新
入
学
児

童
生
徒
学
用
品
、
校
外
活
動

費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、

医
療
費
に
つ
い
て
援
助
し
て

い
ま
す
。

Q　
子
ど
も
の
貧
困
化
が

ま
す
ま
す
進
ん
で
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
権
を
保

障
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

こ
の
制
度
の
改
善
・
充
実
は

重
要
で
あ
り
、
具
体
的
に

３
点
の
提
案
を
す
る
。
ま
ず
、

通
学
費
や
体
育
実
技
用
具
費
、

ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
等
も
新
た
に
就

学
援
助
の
支
給
対
象
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
教
育
部
長　

ク
ラ
ブ
活

動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
に
つ
い
て
は
検
討

課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

Q　
東
京
都
板
橋
区
で
は
、

全
て
の
小
中
学
生
に
就

学
援
助
の
「
お
し
ら
せ
」
を

配
布
し
、
就
学
援
助
の
希
望

の
有
無
を
全
生
徒
か
ら
回
収

を
す
る
。
さ
ら
に
、
課
税
状

況
等
の
個
人
情
報
の
活
用
の

委
任
状
も
付
け
て
申
請
手
続

を
簡
略
化
し
て
い
る
。
市
で

も
改
善
す
べ
き
で
は
。

A
教
育
部
長　

援
助
を
必

要
と
す
る
御
家
庭
に
対

し
て
、
漏
れ
な
く
周
知
を
行

う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
こ

と
で
あ
り
、
就
学
援
助
制
度

が
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
た

め
に
、
制
度
の
周
知
方
法
に

つ
き
ま
し
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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